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【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｎ   19/13     　　　　
   Ｈ０４Ｎ   19/184    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月10日(2020.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータに関係する構文要素又はビデオデータに関連する構文要素を表す一連の２
値シンボルをコンテキスト適応型２値算術符号化するための方法であって、前記一連の２
値シンボルの２値シンボルごとに、
　前記２値シンボルについて定められるコンテキストモデルからコンテキスト値を得るこ
とであって、前記コンテキスト値は前記２値シンボルが或る２進値に等しい第１の確率ｐ
と呼ばれる確率を表すビットを含む、コンテキスト値を得ること、
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって第２の確率ｐ’を決定すること、
　前記第２の確率ｐ’に基づいて前記２値シンボルを算術符号化すること、及び
　前記コード化された２値シンボルに従って前記コンテキスト値の前記第１の確率ｐを更
新し記憶すること
　を含む、方法。
【請求項２】
　ビデオデータに関係する構文要素又はビデオデータに関連する構文要素を表す一連の２
値シンボルをコンテキスト適応型２値算術符号化するための装置であって、前記一連の２
値シンボルの２値シンボルごとに、
　前記２値シンボルについて定められるコンテキストモデルからコンテキスト値を得るこ
とであって、前記コンテキスト値は前記２値シンボルが或る２進値に等しい第１の確率ｐ
と呼ばれる確率を表すビットを含む、コンテキスト値を得ること、
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって第２の確率ｐ’を決定すること、
　前記第２の確率ｐ’に基づいて前記２値シンボルを算術符号化すること、及び
　前記コード化された２値シンボルに従って前記コンテキスト値の前記第１の確率ｐを更
新すること
　を行うように構成されるプロセッサを含む、装置。
【請求項３】
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　前記コンテキスト値が前記２値シンボルの優勢確率２進値（ＭＰＳ）を表すビットを更
に含み、前記ビットは前記２値シンボルが前記優勢確率２進値に等しい前記第１の確率ｐ
を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって前記第２の確率ｐ’を決定することが
、
　前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化された２値シン
ボルの加重値から確率調節値を得ること、及び
　前記確率調節値を前記第１の確率ｐに加えることによって前記第２の確率ｐ’を決定す
ること
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記確率調節値が

【数１】

　によって前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化された
２値シンボルの加重値から得られ、但しΔ０は一定値であり、ｗｊは前記一連の２値シン
ボルのうちの過去にコード化された２値シンボルの前記少なくとも１つに関連する加重値
であり、ｆｊは前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化さ
れた２値シンボルの値である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記確率調節値が、前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化
された２値シンボルの値に従ってそれぞれ定められる１組の潜在的な値から選択される、
請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　請求項１又は請求項３～６の何れか一項に準拠する、ビデオデータを表す一連の２値シ
ンボルをコンテキスト適応型２値算術符号化するための方法のステップを含む、前記ビデ
オデータを符号化し又は復号するための方法。
【請求項８】
　ビデオデータ又は構文要素を符号化し又は復号するための装置であって、
　２値シンボルについて定められるコンテキストモデルからコンテキスト値を得ることで
あって、前記コンテキスト値は前記２値シンボルが或る２進値に等しい第１の確率ｐと呼
ばれる確率を表すビットを含む、コンテキスト値を得ること、
　一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボルに従
って前記第１の確率ｐを修正することによって第２の確率ｐ’を決定すること、
　前記第２の確率ｐ’に基づいて前記２値シンボルを算術符号化すること、及び
　前記コード化された２値シンボルに従って前記コンテキスト値の前記第１の確率ｐを更
新すること
　によって前記ビデオデータを表す前記一連の２値シンボルをコンテキスト適応型２値算
術符号化するように構成されるプロセッサを含む、装置。
【請求項９】
　プログラムがコンピュータ上で実行されるとき、請求項１又は請求項３～７の何れか一
項に記載の符号化方法のステップを実行するためのプログラムコード命令を含む、コンピ
ュータプログラム製品。
【請求項１０】
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　プログラムが計算装置上で実行されるとき、請求項１又は請求項３～６の何れか一項に
記載の方法のステップを実行するためのプログラムコード命令を運ぶ、非一時的記憶媒体
。
【請求項１１】
　前記一連の２値シンボルのうちの過去にコード化された２値シンボルに関連する前記加
重値が、コード化される前記一連の２値シンボルの現在の２値シンボルからのユークリッ
ド距離に依存する、請求項１又は請求項３～６の何れか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記コンテキスト値が前記２値シンボルの優勢確率２進値（ＭＰＳ）を表すビットを更
に含み、前記ビットは前記２値シンボルが前記優勢確率２進値に等しい前記第１の確率ｐ
を表す、請求項２に記載の装置。
【請求項１３】
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって前記第２の確率ｐ’を決定することが
、
　前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化された２値シン
ボルの加重値から確率調節値を得ること、及び
　前記確率調節値を前記第１の確率ｐに加えることによって前記第２の確率ｐ’を決定す
ること
　を含む、請求項２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記確率調節値が
【数２】

　によって前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化された
２値シンボルの加重値から得られ、但しΔ０は一定値であり、ｗｊは前記一連の２値シン
ボルのうちの過去にコード化された２値シンボルの前記少なくとも１つに関連する加重値
であり、ｆｊは前記一連の２値シンボルの前記少なくとも１つの過去にコード化された２
値シンボルの値である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記確率調節値が、前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化
された２値シンボルの値に従ってそれぞれ定められる１組の潜在的な値から選択される、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記一連の２値シンボルのうちの過去にコード化された２値シンボルに関連する前記加
重値が、コード化される前記一連の２値シンボルの現在の２値シンボルからのユークリッ
ド距離に依存する、請求項２又は請求項８又は請求項１２～１５の何れか一項に記載の装
置。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
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　幾つかの実装形態を記載してきた。それでもなお、様々な修正を加えることができるこ
とが理解されよう。例えば、他の実装形態を作り出すために別の実装形態の要素を組み合
わせ、補い、修正し、又は除去することができる。加えて、開示した構造及びプロセスを
他の構造及びプロセスが置換しても良く、その結果生じる実装形態が開示した実装形態と
少なくともほぼ同じ結果を実現するために、少なくともほぼ同じ機能を少なくともほぼ同
じやり方で実行することを当業者なら理解されよう。従って、これらの及び他の実装形態
も本願によって予期される。
　上記実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限ら
れない。
［付記１］
　ビデオデータに関係する構文要素又はビデオデータに関連する構文要素を表す一連の２
値シンボルをコンテキスト適応型２値算術符号化するための方法であって、前記一連の２
値シンボルの２値シンボルごとに、
　前記２値シンボルについて定められるコンテキストモデルからコンテキスト値を得るこ
と（１００）であって、前記コンテキスト値は前記２値シンボルが或る２進値に等しい第
１の確率ｐと呼ばれる確率を表すビットを含む、コンテキスト値を得ること（１００）、
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって第２の確率ｐ’を決定すること（１１
０）、
　前記第２の確率ｐ’に基づいて前記２値シンボルを算術符号化すること（１２０）、及
び
　前記コード化された２値シンボルに従って前記コンテキスト値の前記第１の確率ｐを更
新し記憶すること（１３０）
　を含む、方法。
［付記２］
　ビデオデータに関係する構文要素又はビデオデータに関連する構文要素を表す一連の２
値シンボルをコンテキスト適応型２値算術符号化するための装置であって、前記一連の２
値シンボルの２値シンボルごとに、
　前記２値シンボルについて定められるコンテキストモデルからコンテキスト値を得るこ
とであって、前記コンテキスト値は前記２値シンボルが或る２進値に等しい第１の確率ｐ
と呼ばれる確率を表すビットを含む、コンテキスト値を得ること、
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって第２の確率ｐ’を決定すること、
　前記第２の確率ｐ’に基づいて前記２値シンボルを算術符号化すること、及び
　前記コード化された２値シンボルに従って前記コンテキスト値の前記第１の確率ｐを更
新すること
　を行うように構成されるプロセッサを含む、装置。
［付記３］
　前記コンテキスト値が前記２値シンボルの優勢確率２進値（ＭＰＳ）を表すビットを更
に含み、前記ビットは前記２値シンボルが前記優勢確率２進値に等しい前記第１の確率ｐ
を表す、付記１に記載の方法又は付記２に記載の装置。
［付記４］
　前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボル
に従って前記第１の確率ｐを修正することによって前記第２の確率ｐ’を決定すること（
１１０）が、
　前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化された２値シン
ボルの加重値から確率調節値を得ること（１１１）、及び
　前記確率調節値を前記第１の確率ｐに加えることによって前記第２の確率ｐ’を決定す
ること（１１２）
　を含む、付記１又は２に記載の方法又は付記２又は３に記載の装置。
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［付記５］
　前記確率調節値が
【数１】

　によって前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化された
２値シンボルの加重値から得られ、但しΔ０は一定値であり、ｗｊは前記一連の２値シン
ボルのうちの過去にコード化された２値シンボルの前記少なくとも１つに関連する加重値
であり、ｆｊは前記一連の２値シンボルのうちの前記少なくとも１つの過去にコード化さ
れた２値シンボルの値である、付記４に記載の方法又は装置。
［付記６］
　前記確率調節値が、前記一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化
された２値シンボルの値に従ってそれぞれ定められる１組の潜在的な値から選択される、
付記３に記載の方法又は装置。
［付記７］
　付記１又は付記３～６の何れか一に準拠する、ビデオデータを表す一連の２値シンボル
をコンテキスト適応型２値算術符号化するための方法のステップを含む、前記ビデオデー
タを符号化し又は復号するための方法。
［付記８］
　ビデオデータ又は構文要素を符号化し又は復号するための装置であって、
　２値シンボルについて定められるコンテキストモデルからコンテキスト値を得ることで
あって、前記コンテキスト値は前記２値シンボルが或る２進値に等しい第１の確率ｐと呼
ばれる確率を表すビットを含む、コンテキスト値を得ること、
　一連の２値シンボルのうちの少なくとも１つの過去にコード化された２値シンボルに従
って前記第１の確率ｐを修正することによって第２の確率ｐ’を決定すること、
　前記第２の確率ｐ’に基づいて前記２値シンボルを算術符号化すること、及び
　前記コード化された２値シンボルに従って前記コンテキスト値の前記第１の確率ｐを更
新すること
　によって前記ビデオデータを表す前記一連の２値シンボルをコンテキスト適応型２値算
術符号化するように構成されるプロセッサを含む、装置。
［付記９］
　プログラムがコンピュータ上で実行されるとき、付記１又は付記３～６又は付記９の何
れか一に記載の符号化方法のステップを実行するためのプログラムコード命令を含む、コ
ンピュータプログラム製品。
［付記１０］
　プログラムが計算装置上で実行されるとき、付記１又は付記３～６の何れか一に記載の
方法のステップを実行するためのプログラムコード命令を運ぶ、非一時的記憶媒体。
［付記１１］
　前記一連の２値シンボルのうちの過去にコード化された２値シンボルに関連する前記加
重値が、コード化される前記一連の２値シンボルの現在の２値シンボルからのユークリッ
ド距離に依存する、付記１又は付記３～６の何れか一に記載の方法又は付記２～６の何れ
か一に記載の装置。
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